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①令和５年６月出水（概要） 中部地方整備局
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○ 令和5年6月の台風第2号・梅雨前線により、矢作川流域において大雨となり、和合雨量観測所（豊田市和合町）では、6月2日13時から14時
までの1時間に53mm、降り始めから6月3日3時までの総雨量は309mmを記録。

○ 岡崎雨量観測所（岡崎市美合町）では、6月2日13時から14時までの1時間に42mm、降り始めから6月3日4時までの総雨量は276mmを記録。
○ 令和5年6月の台風第2号および梅雨前線により、乙川流域では流域平均で24時間雨量約300mmを記録。

岡崎雨量観測所

データの出典：水文水質データベース

出典：国土交通省防災情報提供センター 位置図

矢作川の出水状況（6月2日18時30分頃） 米津水位観測所９．８ｋ付近

⽮作川

和合雨量観測所

◆平成12年9月東海豪雨と令和5年台風第2号・梅雨前線の降雨分布

⽮作川

令和5年台風第2号・梅雨前線平成12年9月東海豪雨

和合

岡崎

矢作川

出典： 川の防災情報ホームページを加工して作成

米津

水位観測所

雨量観測所

矢作川

矢作川 矢作川
乙川 乙川
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（愛知県岡崎市美合町地蔵野　岡崎雨量観測所）
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②令和５年６月出水（矢作ダムの洪水調節効果） 中部地方整備局
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○ 令和5年6月の梅雨前線及び台風第2号による大雨の影響により、矢作ダムでは累加雨量が239mm、最大流入量が約1,440m3/ｓとなった。
（6月2日で1,000m3/ｓを超える流入量は、管理開始以来最も早い年であった平成16年6月21日を19年ぶりに更新）

○ このため、矢作ダムの洪水調節（防災操作）により、下流へ流れる洪水の量を最大約440m3/sを調節し、下流の洪水被害の軽減を図った。

矢作ダムの洪水調節状況

洪水調節効果により、

約1.02m（102cm）
の水位低減効果を
発現したものと推測

注）この資料は速報として取り纏めたものであり、後日一部訂正や追加をすることがあります。

矢作川54.2kp（阿摺ダム下流）横断図



③洪水調節容量に貯留することによる水力発電の増強（矢作ダム）
中部地方整備局
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○ 矢作ダムでは、中部地方整備局と中部電力(株)により、水力発電の増電を目的とし、気象予測を活用した運用高度化を検討。
○ 洪水調節に支障のない範囲で洪水調節容量に貯留してできる限り有効に発電に利用しながら放流する運用を２０２３年度出水期から試行。

発電放流管

洪水吐ゲート

2022年度 2023年度 2024年度以降

運用高度化の検討

運⽤試⾏・改善 2023年出⽔期から開始
最新の気象予測技術を活用し運用改善

優先施策群：ダムの運用高度化による水力発電の増強
施策１．ダムの高度利用

平常時 平常時事前放流 洪水の貯留 貯留した
洪水の放流

降雨が予測さ
れない場合

時間

制限水位

ダ
ム
の
水
位

試行

洪水調節容量に貯留し、

水力発電量を増加

洪水調節容量

利水容量 【従来】 利水容量内で運用

洪水調節

最新の気象予測技術を活用

◎ダムの運用高度化のイメージ

スケジュール

凡　例

従来

試行

発電量増加分

矢作ダム

位置図

矢作川流域

矢作川ＣＮプロジェクト



5水害から命を守り、豊かな暮らしの実現に向けた流域治水国民運動

■現状・課題 ■流域治水プロジェクト更新の方向性

■流域治水２.０のフレームワーク ～気候変動下で水害と共生するための３つの強化～

“量”の強化

 2℃に抑えるシナリオでも2040年頃には降雨量が約1.1倍、
流量が1.2倍、洪水発生頻度が2倍になると試算。
現行の治水対策が完了したとしても治水安全度は目減り

 グリーンインフラやカーボンニュートラルへの関心の高
まりに伴い治水機能以外の多面的な機能も考慮する必要

 インフラDX等の技術の進展

 気候変動を踏まえた治水計画に見直すとともに、流域対
策の目標を定め、あらゆる関係者による流域対策の充実

 対策の“量”、“質”、“手段”の強化により早期に
防災・減災を実現

 気候変動を踏まえた河川及び流域での対策の方向性を
『流域治水プロジェクト2.0』として、全国１０９水系
で順次更新し、流域関係者で共有

“質”の強化 “手段”の強化

 気候変動を踏まえた治水計画への見直し
（２℃上昇下でも目標安全度維持）

 流域対策の目標を定め、
役割分担に基づく流域対策の推進

 あらゆる治水対策の総動員

 溢れることも考慮した減災対策の推進

 多面的機能を活用した治水対策の推進

 既存ストックの徹底活用

 民間資金等の活用

 インフラDX等における新技術の活用

気候変動
シナリオ

降雨量
（河川整備の基本とする洪水規模）

２℃上昇相当 約１．１倍

全国の平均的な
傾向【試算結果】

流量 洪水発生頻度

約１．２倍 約２倍

※流量変化倍率及び洪水発生頻度の変化倍率は一級水系の河川整備の基本と
する洪水規模（1/100～1/200）の降雨に降雨量変化倍率を乗じた場合と乗
じない場合で算定した、現在と将来の変化倍率の全国平均値

降雨量が約１．１倍となった場合

河川整備計画等についても、
気候変動を踏まえ安全度を維持するための
目標外力の引き上げが必要

２０４０～５０年頃には
どのシナリオでも
世界の年平均気温は
２℃程度上昇

④流域治水プロジェクト2.0の策定について 中部地方整備局



⑤津波・地震に備えた取り組み（防災訓練） 中部地方整備局
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○ 令和5年9月3日（日）に南海トラフ巨大地震発生を想
定した「令和５年度 愛知県・安城市総合防災訓練」
を開催。

○ 中部地方整備局としては、当事務所、防災室、名古屋
国道事務所が参加。

○ 総勢100機関・約2500人が参加し、地震発災後の河川
巡視や、ヘリによる被災状況調査、道路啓開、倒壊し
た家屋からの要救助者の救出、避難所の開設などの訓
練を行い、協力体制の確立と防災力の強化、防災意識
の高揚を図った。

■愛知県・安城市総合防災訓練（R5.9.3）

■河川巡視(豊橋河川事務所) ■道路啓開(名古屋国道事務所)

○ 令和5年9月3日（日）に南海トラフ巨大地震発生を想
定して行われた｢岡崎市災害対策本部会議運営訓練」
を開催。

○ 中部地方整備局としては、当事務所がＷＥＢ形式で参
加。

○ 関係機関により、初動対応状況、被災状況など、迅速
な情報共有等について訓練を実施。

■岡崎市災害対策本部会議運営訓練（R5.9.3）

■訓練状況(ＷＥＢ形式)



⑤津波・地震に備えた取り組み（南海トラフ地震対策中部圏戦略会議） 中部地方整備局
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○ 東日本大震災の教訓を踏まえ、地震の被害や経済への影響を最小限にするため中部圏戦略会議を設立（H23.10.4）。
○ 南海トラフ地震等の巨大地震に対して総合的かつ広域的視点から関係機関が一体となって重点的・戦略的に取り組む

べき事項を「中部圏地震防災基本戦略」として協働で策定し取組を進めている。
○ 今年度の11月11日に大規模津波防災総合訓練を開催予定。

■令和５年度 大規模津波防災総合訓練を開催予定（R5.11.11）



⑥矢作川総合土砂管理検討委員会の概要 中部地方整備局
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○ 令和5年9月に令和5年度 第1回矢作川水系総合土砂管理検討委員会を開催。

■令和５年度第１回矢作川水系総合土砂管理検討委員会を開催（R5.9.14）


